[bookmark: _GoBack]■1984年ウィルスに関する論文登場
「コンピュータウィルス」という言葉が使われるようになったのは、1984年のFred Cohen（フレッド・コーエン）教授の論文からになります。その中で、教授はコンピュータウィルスは「他のプログラムに自身のコピーを含ませるために、そのプログラムに変更を加えることによって感染できるプログラム」と定義しています。つまり、悪さしつつ自己増殖するプログラムです。自然界のウィルスそのものですから、コンピュータウィルスと名付けたのでしょう。

■1986年世界初のウィルス登場
一笑に付されたFred Cohen教授の論文でしたが、その2年後、実際のコンピュータウィルスが登場します。場所はパキスタン、名前は「Brain」（ブレイン）。「Pakistani Brain」(パキスタン・ブレイン)とも呼ばれている、歴史的なウィルスです。

■1995年　マクロウィルスで爆発的に流行
1986年に作成されたウィルスは、まだシンプルなものでした。翌年、アンチウィルスソフトも開発されましたが、これもずいぶんとシンプルなものでした。
このウィルスがいっきに知名度を上げるのが、1995年のマクロウィルスからの登場からです。

■2000年　ウィルスが社会現象に
マクロはものすごい流行となりましたが、その影響の範囲は一部のパソコン利用者に限られていました。
これが社会現象とまでなったのは2000年5月の「LOVELETTER」あたりからでしょう。「LOVELETTER」は電子メールから感染するウィルスで、「ワーム」と呼ばれる種類のものです。メッセージを開くと本文に「I LOVE YOU（愛している）」とあり、添付ファイルを開くと、アドレス帳に登録されている全員に同じタイトル、同じ文面、同じ添付ファイルで発送されていきます。
